
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１２年 

（平成２４年） 

No.81 
月号 

1 

久しぶりの快晴に恵まれた週末、もみじ園では

色づいたもみじを一目見ようとたくさんの人で賑

わいました。今年の紅葉は近年にない鮮やかな色

どりで、園全体が赤と黄色に包まれました。この

日１日だけでも来園者は５,０００人を超え、もみ

じ茶屋も大盛況でした。（１１月１１日） 
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ア
オ
ー
レ
長
岡
の
ナ
カ
ド
マ
で
、
地
域
選
抜
の

子
ど
も
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
決
勝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
越
路
地
域
代
表
の
山
畑

琴
音
さ
ん
（
小
５
）
が
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
を
歌
い
、

市
内
５
カ
所
で
行
わ
れ
た
各
地
域
の
予
選
会
を

勝
ち
抜
い
た
１６
組
４０
人
の
中
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。（
１０
月
２８
日
） 

 

越
中
３
年
生
が
総
合
学
習
（
地
域
貢
献
活
動
）
の

授
業
で
も
み
じ
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
体

験
し
ま
し
た
。
雨
の
合
間
に
晴
れ
た
こ
の
日
、
「
ガ

イ
ド
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
来
園
者
に
積
極
的
に

話
し
か
け
、
も
み
じ
園
の
歴
史
や
木
の
種
類
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。（
１１
月
９
日
） 

 

小
国
地
域
と
越
路
地
域
の
地
域
連
携
事

業
と
し
て
越
後
長
岡
ふ
る
里
物
語
「
渋
海

川
沿
い
の
歴
史
・
文
化
を
巡
る
旅
」
が
実

施
さ
れ
、
小
国
地
域
か
ら
１５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
長
谷
川
邸
を
は
じ
め
、

か
ら
傘
連
判
状
碑
、
松
籟
閣
、
帝
石
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
な
ど
越
路
地
域
の
「
宝
」
を
巡

り
ま
し
た
。（
１１
月
１０
日
） 

 

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
体
操
教
室

が
こ
し
じ
保
育
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
最
後

に
で
っ
か
い
大
根
抜
く
よ
〜
」
と
、
残
っ
た
大

き
な
大
根
（
先
生
）
を
必
死
で
引
っ
ぱ
り
ま
す
。

う
〜
ん
、
重
そ
う
！
（
１０
月
２２
日
） 

 

越
路
文
化
展
が
開

催
さ
れ
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
来
場
者
に
お
茶
や

お
菓
子
も
ふ
る
ま
わ

れ
、
出
品
者
と
来
場
者

が
作
品
に
つ
い
て
語

り
合
う
姿
も
度
々
あ

り
、
作
品
へ
の
強
い
思

い
入
れ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
（
１１
月
１
日

〜
３
日
） 

こ 

と 

ね 

 

１１
月
３
日
、
長
岡
市
の
発
展
に
尽
く
し
た

と
し
て
「
平
成
２４
年
度
長
岡
市
表
彰
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
越
路
地
域
の
団
体
で
は

「
西
谷
ふ
れ
あ
い
お
楽
し
み
会
」
が
１０
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
き
た
功
績
が
称
え
ら
れ
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
６０
年
以
上
の
永
き
に
わ

た
り
か
や
ぶ
き
職
人
と
し
て
国
重
要
文
化

財
等
の
復
元
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
竹
内
廣

榮
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
谷
地
区
の
集
会

所
で
、
毎
月
一
回
茶

話
会
、
食
事
会
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
対
策
の

講
習
を
行
う
な
ど
日

頃
話
し
相
手
の
い
な

い
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

「
か
や
ぶ
き
職
人 

竹
内
廣
榮
さ
ん
」 

表彰状を受け取る竹内さん 

 

１０
月
３０
日
、
越
小
２
年
生
が
職
場
見
学
に
支

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
支
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
１１
月
号
」
の
印
刷
の
真
っ
最
中
。 

印
刷
枚
数
の

多
さ
に
驚
い

た
り
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
記

事
を
見
つ
け

る
と
、「
あ
っ
、

こ
の
人
知
っ

て
る
〜
」
と
、

と
っ
て
も
嬉

し
そ
う
で
し

た
。 

 

昭
和
２４
年
１８
歳
の

頃
か
ら
農
業
の
傍
ら

か
や
ぶ
き
職
人
と
な

り
、
復
元
・
修
理
や
維

持
管
理
を
自
ら
行
い

な
が
ら
、
後
継
者
の
技

術
指
導
・
育
成
に
も
当

た
っ
て
い
ま
す
。 

「
西
谷
ふ
れ
あ
い
お
楽
し
み
会
」 

4 月に行われたお楽しみ会の様子 
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 冬はホームタンクからの灯油の流出事故が多発

します。河川・用水等に灯油が流出すると、水道の

断水、農業、漁業への被害、環境汚染が発生し、原

因者には対策費用が請求されることがあります。 

○給油中、その場を離れない。 

○給油後、タンクのバルブを確実に閉めたか確認する。 

○雪下ろしや落雪によりタンクや配管から灯油が漏れて 

 いないか随時点検する。 

○問合せ：長岡市消防署越路出張所 ℡92-6519 

市民生活課 環境係   ℡92-5908 

もし、灯油を漏らしてしまったら・・ 
 すぐに元栓を閉め、新聞紙やタオルなどで側溝等

に流れ出ないよう応急処置をした後に、消防署や市

民生活課環境係に通報してください。 

★ また、河川、水路などで異常を発見したときも 

同様に通報をお願いします。 

皆様におねがい。 

農
地
基
本
台
帳
上
で
経
営
（
耕
作
）
面
積 

が
１０
ア
ー
ル
以
上
あ
る
農
家
世
帯
に
申
請

書
を
１２
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
届
か
な
い

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
い
。 

○
対 

象 

平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
で

長
岡
市
内
に
住
所
を
有
す
る

２０
歳
以
上
（
平
成
５
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人 

①
経
営
主
と
し
て
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
の
耕
作
に
従
事 

②
①
の
経
営
主
と
同
居
し
て
い
る
親
族
、

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
６０
日
以
上

耕
作
に
従
事 

③
１０
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
、
株

主
で
年
間
お
お
む
ね
６０
日
以
上
耕
作

に
従
事 

○
申 

請 

返
信
用
封
筒
で
平
成
２５
年
１

月
１０
日
（
木
）
（
必
着
）
ま
で

に
越
路
支
所
産
業
建
設
課
に

提
出 

○
問
合
せ 

産
業
建
設
課 

農
林
係 

℡
９２
ー
５
９
０
３ 

 

○日 時：１月２５日（金）・２月８日（金）・ 

２月２２日（金）・３月８日（金）・ 

３月２２日（金） 

○対象者：お腹周りをすっきりさせたい方、 

健診の数値を改善させたい方で、おおむね 

７０歳以下の男性 

○会 場：越路保健センター１階 交流室 

○内 容：健康運動指導士による有酸素  

運動・筋力トレーニング 

○時 間：午後１時３０分～３時 

○定 員：２０名 

○持ち物：動きやすい服・内履き・ 

タオル・飲み物 

○料 金：無料 

○申込み・問合せ：  

越路保健センター  

℡９２―５０１１ 

○担 当：越路保健センター  

共催 越路公民館 

 

支所の業務はお休みです。 

施  設  名 電話番号 休  館  日 

越路児童交流会館 92-5459 

12 月 28 日～ 

翌年 1 月 4 日まで 

越路地域交流館 92-5405 

越路総合福祉センター 92-4656 

越路体育館 92-4826 

浦体育館 92-6910 

越路郷土資料館 92-2703 12 月 1 日～翌年 3 月 31 日まで 

国重要文化財 

旧長谷川家住宅 
92-2518 

12 月 1 日～翌年 3 月 31 日まで、

年末、年始を除く、土、日、祝祭

日は開館 

 

<各施設の休館日> 

 

夕飯前に 

ひと汗かこうて！ 

男性限定！ 

 

平
成
２４
年
工
業
統
計
調
査
が
１２
月
３１
日

を
基
準
に
行
わ
れ
ま
す
。
１２
月
中
旬
か
ら
翌

年
１
月
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
調
査
票

の
配
布
・
回
収
に
伺
い
ま
す
。 

 

皆
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す

が
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
問
合
せ 

地
域
振
興
課  

地
域
振
興
・
防
災
係 

℡
９２
ー
５
９
０
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1 土 ・新白山保育園一般見学会（10:00～15:00） 15 土  

2 日  16 日 ・衆議院議員総選挙投票日 

3 月  17 月  

4 火 ・赤ちゃん相談（9:00～9:30 受付 保セ） 18 火 ・子育てミニサークル（10:00～11:30 福セ） 

5 水 
・米百俵号 塚山保育園（11:00～11:30） 

・介護研修会・交流会（10:00～12:30 福セ） 

19 水 ・いきいきレディース講座（10:00～ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ） 

20 木  

6 木  21 金 
冬至 

・行政相談（9:00～12:00 越路支所） 
7 金 

大雪 

・米百俵号 こしじ保育園（9:20～10:40） 22 土  

8 土  23 日 天皇誕生日 

9 日  24 月 振替休日 

10 月  25 火 ・越小、西小冬期休業 ～1 月 7 日 

11 火  
26 水 

・出前ウィルながおか相談室（14:00～16:00 福セ） 

・越中冬期休業 ～1 月 7 日 

12 水 
・米百俵号 来迎寺保育園（9:30～10:30） 

・米百俵号 岩塚保育園（11:00～11:30） 

・るんるん親子教室（10:00～11:30 クリスマス会） 

27 木  

28 金 ・市役所、支所仕事納め～1 月 3 日 

13 木  29 土  

14 金 
・米百俵号 白山保育園（9:30～10:30） 

・米百俵号 越路公民館十楽寺分館（11:00～11:30） 

30 日  

31 月 大晦日 

      

※保セ→ 越路保健センター 
※福セ→ 越路総合福祉センター 
  → 資源物拠点回収日（越路支所） 

2012 年 

(平成 24 年) 

編集・発行：越路支所地域振興課 〒949-5493 長岡市浦 715 番地  

電話 92-5902 FAX92-3333  E-mail:ksj-chiiki@city.nagaoka.lg.jp 

 

支所からのおしらせ こしじ１２月号 

越路地域の人口（平成２４年１１月１日現在） 

世  帯  数 ４，６１０世帯（＋０） 

人 口 総 数 １４，５５8 人  （－１） 

内 訳 
男 ７，０３６人  （＋８） 

女 ７，５２２人 （－９） 

          （ ）内は前月比 

 
※平成２４年８月から外国人世帯・人口含む 

 今年も雪の季節がやってきました。 

道路の除雪につきましては、最大限の 

努力をして交通の確保に努めます。皆 

様からも以下についてご理解とご協力をお願いします。 

○安全のために除雪作業に時間がかかる場合があり

ます。 

 通勤・通学に間に合うよう作業を進めますが、降

雪や路面状況によっては、安全なスピードに抑えて

作業するため、午前７時までに終わらない場合があ

ります。 

○路上駐車は絶対にしない。 

 除雪作業が遅れる原因となり、場合によってはそ

の先の除雪ができなくなります。路上駐車はしない

でください。 

○塀や垣根など破損の恐れがあるものには赤旗など

の目印をつけてください。 

 危険個所は避けて除雪します。 

○自宅の出入り口は各自で除雪してください。 

 除雪車が出入り口をふさがずに除雪することは技

術的に困難です。自宅の出入り口は各自で除雪して

ください。 

○道路に雪を出さない。 

 出された雪は事故のもと。屋根の雪下ろしでやむを

得ず道路に雪を落とした場合は片づけてください。 

○除雪車には近づかない。 

 除雪作業中は細心の注意を払い、安全運転に努めま

す。除雪機械の周辺は大変危険ですので、絶対に近づ

かないでください。 

○消雪パイプの節水にご協力を。 

 地下水は限りある大事な資源です。路面に雪がない

ときにポンプが作動しないよう管理してください。

(消雪パイプは午後２～３時と４～５時の間は休止し

ます。) 

○除雪・消雪に関する問合せ 

＜国道・県道＞ 

新潟県長岡地域振興局 地域整備部 維持管理課 

電話３８－２６２１（直通） FAX３８－２６７６ 

＜市 道＞ 

越路支所産業建設課 土木施設係 

電話９２－５９０４（直通） FAX９２－６９４２ 

 

巡回バス 雪ぼたる号 運休日 

1２月 
2 日(日)、9 日(日)、16 日(日)、23 日(日) 

24 日(月・祝)、29 日(日)～31 日(月)    

 


